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森林の荒廃に思う













































































































































































































































































































































































図６　カナダBC州の木材運搬筏　2001. 8  筆者撮影
カナダの林業は州政府が民間企業に一定面積の森林をリースして任せる方針をとってい
る。ただし、州政府の定めた環境関連の規制や伐採許容量を企業側は厳格に守らなければ
ならない。
この林産品の輸出高は１兆2000億円で、そのうちの2割が日本向けである。日本の木材
輸入の半分はこのBC州からのものである。
そのBC州では、先住民や環境保護団体と伐採企業との間で持続可能な森林経営を重視
し環境へ配慮した取り組みが行なわれている。それは森林の認証制度で、環境に配慮した
森林経営をしていることが第三者から認められたことになる。林業経営の認証では、環境
保護団体や先住民団体、木材取引企業などが集まって設立された国際機関「森林管理協議
会（FSC）の認証制度がある。これに加えて、カナダ国内ではカナダ規格協会（CSA）が
定めた森林認証規格と、米国林産物製紙協会が定めた「持続可能な森林イニシアチブ
（SFI）の二つの制度が存在する。
いずれも第三者機関が認証するが、皆伐を最小限にとどめること自然林から人工林への
転換（拡大造林）を認めない、などFSCの基準は厳格な基準である。
国際的な環境問題としての認証制度は環境管理の国際規格「ISO14001」で、伐採企業
の場合も　　　
① 環境に配慮した組織運営がなされているか。
② 法律を順守しているか。
などを国際標準化機構（ISO）が認めた登録審査機関に審査してもらうことになる。
政府と民間企業と研究機関が一体となって製品開発と品質管理に取り組み、戦略的に製
品販売をしている北米木材製品に対し、国産材が対抗するためには、林業家が希望をもっ
て林業を展開しうる社会体制を国が支えると同時に、外国産材と「価格」という基準でも
対抗でき、FSCの認証制度やISOの環境基準をクリアする経営が必要である。
６．終りに
林業はかつて我々に住宅用木材を提供しながら、間接的に森林をかたちづくり動植物を
育み、自然環境を守り、水資源を守り、災害を防いでいた。今や、森林が木材というもの
を単体で供給しているだけではないことを改めて考えるときである。
社会が経済優先の市場原理に基づいた運営、大企業利益＝税収増が国家が安泰という構
図の中で、我が国の伝統的な林産業、製材業、木材卸業、工務店、大工など組織的に小さ
いながらも国民の住宅の建設を担ってきた産業が経済社会から取り残されている。
このままだと、伝統的な木造建築技術は希少ものとなるであろう。大工や職人として誇
りを持って伝統技術を学ぶ若者がいなくなるのではないだろうか。
森林の荒廃に思う
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我々は折角手に入れた自らの住宅をライフスタイルに合わせ改造しようと思ったとき、
大工は居ない。そして大企業は、大きな利益を生まず手間の掛かる改修工事には関わりた
がらないであろう。国産材を使う大工が居なくなり、外国産材のみ使用する大企業のみと
なれば山は荒廃し、災害やそれを防ぐための施設で、更なる環境破壊が起りかねない。豊
かな森林を失うどころか、我々の街や住宅が荒れ、我々の健康までが荒らされるという危
惧を抱くのである。
国産材を活用しなければ思わぬかたちで自分達の健康にまでその影響が降りかかってく
る時代にきている。一旦普及してしまった外国産材を直接規制すれば国際的な面で問題が
でるであろう。
しかし、我々はまず基本に戻り身近な環境である家の周りに関心を持ち、住宅を大切に
長持させて住まうという身近なところからの再構築が必要なのかも知れない。そのことが、
廃棄物を少なくし、自ずと日本の山の木を知った大工の目利きの大切さに感心させられる
ことになる。住まいという自らの環境を大切にし工夫して直す、それでも及ばない場合に
は近くの大工に頼む、という地域との連携を再度確認しなければならない時である。
この身近な活動が山の木を大切だと思いそれを大工を通じて使っていくという発想を生
み、自らのライフスタイルの創造の一部に森林の再生という意識が高まれば、やがて人間
の豊かな生活と森林が結びついていくであろう。
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